



































































































































































２．droit de cr 丸 ance≡債主権
　cr 姦 ancierが「債主」と訳されたことを前提として、droit de cr 姦 anceが「債主権」と訳され
ることになる。翻訳者は、先の「債主」の訳語から見て、箕作麟祥であろう。他方、その元と























興味深い。フランス語の原語は、droit r 姦 elとdroit personelと考えられるが、その訳語として
「対」付きの訳語が採用されているのは、この時だけだったと考えられるからである。ちなみに、
droit r 姦 elは本来は「物的な」権利となるはずで、「対」物権と訳すのはその意味を考えた訳（意
訳）といえる。権利の内容が「物的」なのではなく、物に「対する」ということである。もっ
とも、ボアソナードは、フランス語では、droit sur la choseの意味であり、人に対するの方は、









　さて、「債主権」と訳された原語はフランス語のdroit de cr 姦 anceであった。しかし、この訳
も、直訳ではない。cr 姦 anceは、現在ではそれだけで債権と訳されるが、すでに旧民法典の債
権担保編のフランス語訳でもcr 姦 anceだけで権利の意味を含んだように表示されていた。つま
り、cr 姦 anceそのものが権利として扱われている、という意味でdroit de cr 姦 anceと表記されて
いるわけである。そのcr 姦 anceは、もともと動詞のcroireからくるとされる。つまり、信じるか
らくる。さらに、cr 姦 ancierは、このcr 姦 anceに由来するとされるので、信じる、信頼・信用、
信頼者・信用者、というのがもともとの意味と言うことになる。
　ボアソナードもこのことを、その注釈で解いている（Projet Tome 2 , no.３）。つまり、ボア
ソナードは、権利を有する人（le cr 姦 ancier）が、ある人（le d 姦 biteur）を信じる、信用するこ
とを表しているのが、cr 姦 anceと説明し、本来この信用という言葉は、cr 姦 ancierに担保を提供
することを言う場合に使われるが、ここでは、より広い場合にこの言葉を用いている、として
いる。例えば、不法行為によって生じた損害賠償についても、cr 姦 anceという言葉を使うと述











droit de cr 姦 anceには「主」の意味は無かったことから、「債権」とされたのではなかろうか。
３．droit personnel≡人権、droit de cr 丸 ance≡債権、obligation≡義務
　ボアソナードがdroit de cr 姦 anceという法律用語を導入した際、同時にdroit personnelと
obligationとを用いていることは注目すべきことである。というより、ボアソナードは、ここで
の概念をdroit personnelとobligationとの対概念でとらえようとし、このうち、droit personnel
と同義語であるとしてdroit de cr 姦 anceを説明している。したがって、droit de cr 姦 anceを債権と







　［2］　(droits) de cr 姦 ance
　　　　　　　et
　［3］　des obligations en g 姦 n姦 ral
と題したわけである。
　このうち、［１］は、人権と訳され、その意味としては、対人権と説明されており、対比され













２．CHOSES INCORPORELLES OU DROITS. ( Deux sorties:
　１．DROITS R勧 ELS, (Six sortes:
















案の条文として定式化されている。つまり、プロジェ第314条の第１項は、「Le droit personnel 
もしくはle droit de cr 姦 anceは、第３条で定義したごとくつねにune obligationと相関的である」
としている。その第３条は、Le droit personnelの定義を規定する中で、「法律が認める原因に





　第３項では、「義務づけられる人は、d 姦 biteurとよばれ、l'obligationの利益を有する人は 






























droits personnels  obligations
















































































志「日本民法典・商法典の編纂過程における用語の確定 ― ― ― ― 日本民法典資料中の「不法
行為」」『愛媛法学会雑誌』2013,39,１・２、1-23頁、が目についた。
　また、本稿が依拠した資料については、全体として佐野智也「明治期の民法の立法沿革に関
する研究資料の再構築」『名古屋大学法政論集』v.251,2013,p.456-432、を参照しており、その研
究に触発された。
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